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● 総合評価

○ Web配信集計システムの有効活用が定着したことにより、平成26年度の全国学

力・学習状況調査において、小学校では国語、算数ともに高い学力レベルを維

持するとともに、中学校でも懸案であった数学の平均正答率が上昇し、全国平

均と同水準となった。

一方で、本県の児童生徒の「平日１日１時間以上家庭学習する割合」につい

て、小学校では、全国平均を大きく上回る状況にあるが、中学生においては７

年連続で下回る状況にある。

家庭学習習慣の確立に成果を上げている中学校での取組事例等の周知を行う

ことや小中連携した家庭学習強調週間の実施などの取組がなされたことで、全

国平均との差は徐々に縮まりつつあるが、家庭学習の内容や方法の充実に向け

た一層の対策が必要である。

○ いじめの未然防止や早期発見、即時対応を図るため、新潟県いじめ防止基本

方針に基づき、いじめ防止対策のための組織設置など、体制を整えるとともに、

すべての公立小・中・特別支援学校・中等教育学校・高等学校で「学校いじめ

防止基本方針」が策定された。

今後も教職員の意識を継続して高めていくとともに、学校・家庭・地域にお

ける「いじめを見逃さない、許さない」意識の共有を一層図っていく必要があ

る。

○ 「キャリア教育の推進」においては、家庭や地域、産業界との連携を進め、

上級学校見学や職場体験、インターンシップ、県立専門高校メッセなどの施策、

活動を引き続き実施してきた。

児童生徒が見たり、考えたり、体験することで、自分の将来について具体的

なイメージを持ってもらうことが重要であることから、各業種を紹介するため

に平成26年度に作成・配布した「キャリア教育DVD」の利用状況など、事業の効

果についても今後検証し、さらなるキャリア教育の推進に取り組んでいく必要

がある。
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○ 特別支援教育では、高等部入学希望者が増加し、分校の整備と市立特別支援

学校の設置により、特別支援学校高等部の整備が進んだ。

引き続き、地域事情や児童生徒の状況の把握に努め、市町村と連携し全県的

視野から特別支援学校や通級指導教室の適正配置を推進する必要がある。

○ 「幼児教育の充実」において、幼稚園・保育所の教職員と小学校教職員との

連携がなされていると回答した小学校の割合が379校中100％という状況になっ

ている。共働きの世帯が増えていく一方で、安心して子どもを産み育てる環境

を整備することは、人口問題対策にも直結することになる。

「幼稚園教育研究集会」や「幼稚園教員を対象とした各種研修会」の実施な

ど幼小連携が進んでいる。今後も引き続き子育て支援のための施策を推進して

いくことが必要である。

○ 本県児童生徒の体力・運動能力は、小学５年生と中学２年生において全国上

位を維持している状況にある。引き続き、児童生徒の発育発達段階に応じた適

切な運動・スポーツをとおして、楽しさや技能の向上などの喜びを実感できる

よう、授業改善を行うとともに、児童生徒一人一人が目標を明確にした取組が

できるように、家庭・地域等と連携した取組の充実を図っていく。

また、国際大会で多くのアスリートがメダルを獲得するなど、成果も認めら

れた。今後も優秀な選手及び指導者の確保に向けた取組を引き続き行っていく。

○ 親の学ぶ機会の充実に努めるなどの目的のために「家庭教育支援ガイドブッ

ク」を作成・配布したが、好評につき追加増刷を行った。親の学び支援という

側面だけでなく、家庭、地域、学校をつなぐ架け橋となり、ともに考える機会

になっており、活用に引き続き取り組む必要がある。
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○ 「県民が芸術文化に親しむ機会の提供」については、県民が多様な芸術文化

に親しみ、心豊かな生活を実現するため、優れた芸術鑑賞機会の充実を図って

いる。しかしながら、美術館展覧会の総観覧者数が前年度を大きく下回った。

西洋絵画や日本美術などバランスのとれた展覧会を開催するとともに、新規

来館者層を開拓する展覧会の企画を促進する必要がある。

○ 交通事故発生件数及び負傷者数は減少している状況にある。児童生徒の発達

段階に応じた交通安全教育を推進したことによる成果の一面といえる。一方で、

自転車による危険運転などで、児童生徒が加害者になることも想定されること

から、関係機関との連携による安全教育を引き続き推進する必要がある。
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～ 教育委員から ～

新潟県教育委員長 外山 迪子

「ふるさとへの愛着と誇りを胸に、粘り強く挑戦し未来を切り拓く、たくま

しいひとづくり」そして「個を伸ばす教育」を掲げた「新潟県教育振興基本計

画」は本県の明るい未来を約束するものと期待しております。

しかし、次代を担う子どもたちを取り巻く環境は年々厳しさを増しているの

が現状です。高度情報化やグローバル化に対応でき、自分自身で生き抜く力を

身につけなくてはなりません。様々な課題の解決にはお互いが情報を共有し関

係機関の連携が望まれますが、子どもたちの社会性を育成するには学校だけで

なく家庭、地域がそれぞれの役割を果たしていく事が重要だと思われます。

今年度もこの１年を振り返り、点検・評価を行ってまいりました。そこには

本県の教育が確実に向上していることを実感しているところです。それは現場

で子どもと向き合い日々お取り組み頂いている諸先生方のお力の賜物と感謝申

し上げます。今後とも御忌憚のない御意見をいただきながら、教育行政の役割

の一端を担ってまいりたいと思います。今後とも御理解と御協力の程よろしく

お願い申し上げます。

新潟県教育委員 阿部 尚義

教育活動の点検・評価も制度として定着し、改善活動も行っております。教

育活動の執行状況を点検・評価し、今後の展開や施策の進め方に工夫をしてい

くことは、大変有効な手段だと思います。

さて、人口減少、都市間格差等社会における環境の変化が本格化しています。

教育においても大変重要な課題といえます。全県一区型で、より質の高い教育

や生徒の自己実現を目指すことと、均衡のとれた教育環境の発展とのバランス

も上手く共存していかなければなりません。既存のアドバンテージが増幅し、

弱者衰退の可能性があるとすれば、改善していく必要があると考えています。

また、「いじめ見逃しゼロスクール」の深部への徹底へと進化をさせていか

なければならないと考えています。いじめは、その認定や対処が大変難しいと

思います。教育委員会として、現場の教職員の皆さんが、その力量を発揮して

いけるよう後押しをしていかねばなりません。いじめに悩む児童生徒が、力不

足で苦しむことのない様取り組んでまいります。

そして、様々な皆様からの御指導、御支援をよろしくお願い申し上げます。
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新潟県教育委員 山本 和則

平成26年度における新潟県の教育の一年間の活動記録として、この報告書を

まとめることができました。今年度は「新潟県教育振興基本計画」の各基本方

針とその展開方向に沿って執行の状況をまとめて評価を行った初めてのものと

なっております。

人口の社会減への対応やひとづくりの推進など、明日の新潟の飛躍に繋がる

取り組みが喫緊の課題となっています。その施策としまして、「個を伸ばす教

育」や、豊かな心、倫理観を育む教育、さらにはグロ－バル化に対応した教育

など「ふるさとへの愛着と誇りを胸に、粘り強く挑戦し未来を切り拓く、たく

ましいひとづくり」を目標として掲げております。

皆様の一層の御理解と御支援をお願いいたしますと共に、様々なお立場の方

々からの御意見、御批評を頂戴できれば、幸いに思います。

新潟県教育委員 小林 元

平成26年度の点検及び評価につきましては、教育現場の執行状況を項目別に

確認するものであります。しかしながら掲載上、ここに記載できないものが大

半を占めており、教育現場に携わる先生を始め、教育行政に御協力いただいて

いる県民の皆様にはこの報告書以上の御努力、御尽力をいただいているものと

敬意を表す次第です。

今後につきましては、この報告書に記載をされている以外の課題も山積して

いることも認識をし、本県教育の基本理念である「個を伸ばす教育」のもと、

子どもたちひとりひとりが夢を持ちそれを実現できる体制を構築できるよう、

子どもの目線、現場の目線で物事を捉え教育委員として努力して参る所存です。
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新潟県教育委員 吉川 美貴

今年も教育行政の点検・評価の時期を迎え、執行状況を見ますと、これまで

積み重ねてきたものをベースにしつつも、今の時代により見合い、来るべき時

代に備えた事業やパイロットプログラムが各分野で進められており、着実な成

果が表れていますことを嬉しく思っております。県教育庁の職員の皆様はじめ、

学校現場の先生方、関係各位の御努力・御尽力の賜物と、心から厚く感謝を申

し上げます。

この点検・評価の成果と課題を受けて、今後さらに対策を強化していく必要

があるものに、①子どもたちの「学ぶ」気力・根気を支える、体力づくり、②

地域で専門的知識を有する人材の学校教育への協力の取り付け、③高校の特色

ある学科のさらなる新設、④親の啓発事業、⑤学習成果を活用する生涯学習の

環境づくり、等があると感じております。

子どもたちがよりいきいきと楽しく学びを深めていけるよう、また県民にと

って啓発学習機会がさらに充実したものとなるよう、引き続き関係各位の皆様

から温かい御理解、御協力、そして忌憚の無い御意見を頂戴できますよう、切

にお願いを申し上げます。

新潟県教育長 高井 盛雄

平成26年度においては、新たに小学校４、５年生と中学校１年生に少人数学

級を拡充するとともに、子ども参観日の実施やDVDの作成配布等により、郷土

愛を軸としたキャリア教育を進めるなど、本県教育の前進に努めたところです。

その結果、全体としては概ね順調に推移しているものと受け止めております

が、各項目の評価欄には、成果とともにそれぞれの課題を掲げてあり、今後そ

れらの解消や克服に向けて取り組んでいくこととしています。

教育の基本は、子どもたちが小さい頃からの夢や希望を目標に変え、その実

現に向かって切磋琢磨しながら、頑張ってもらえる環境を整えることと考えて

おります。そのことを常に念頭に置きながら、「新潟県教育振興基本計画」に

基づき、引き続き各施策を着実に実施してまいりたいと考えております。

子どもたちの幸せのために、本県教育の向上に今後も、各位の変わらぬ御理

解と御協力をお願いします。


